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――今日は「沈黙」をめぐる書物についてお話し頂くのですが、　　
この「沈黙」とはどのようなものなのでしょう。













静寂を享受することは人間の共有財だった。 「コモンズ」とは泉や海岸など、個人の のではない、本来誰も所有できない共有材です。ある島で、静寂が島人たちのコモンズだった時代、定期便の船が島に一台 拡声器をもたらし、全てが変わった。静寂の中で人が一対一 対等 関係において会話していた世界。用がなければ黙っていてもいい世界。それは豊かな沈黙が守られていた世界です。ところが拡声器は一人から大勢へ一方的に命令や警告を発したりする装置で、ここに権力の発生 ありま こうして沈黙や静寂は共有財から個人の所有物になり、それを抑圧しコントロールする者が出現する。沈黙の価値はある時から完全に否定され、言葉や音ですべてを埋め尽くさなけ ば という強迫的な社会が第二次大戦後につくられたの 戦争によって破ら た沈黙。そし 命令の言葉や消費 な情報だけが大手を振って社会を覆い尽くす。いまのメディアやテクノロジーにはそうした出自 あることを忘れてはいけません。そうした時代の端緒のところ 、非常に鋭 人たちが沈黙の創造的な価値を問い直そうとしたのです。――武満は吃音を肯定的 捉え いて、面白く感じました。
言葉の様々な不調も武満は独特の個性としてとらえ、そ
れに惹かれていますね。 「吃音宣言」という文章は素晴

















































niversity Press, 1961 ）
今福
 龍太
聞き手
第Ⅱ部　沈黙と声
31 30
